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河野 和幸 （佐久総合病院 脳神経外科）
頭蓋咽頭腫は,良性腫瘍であるものの摘出が難しく,残
存すれば再発し,全摘出を目指すと間脳下垂体障害や穿通
枝梗塞をきたしやすいため治療に苦慮する腫瘍の一つであ
る.当施設において,2014年に3症例の頭蓋咽頭腫の開頭
腫瘍摘出術を施行した.2例は初回手術で,囊胞を伴い側方
進展しているためorbitozygomatic approachにて腫瘍を摘
出した.このアプローチにより,側方よりの視交叉下面の
観察が可能となり,最終的にstalkの観察が直視下に可能
であった.残る1例は,第3脳室に進展する症例で初回
pterional approachにて摘出を施行したが,残存腫瘍の再発
により8か月後にbasal interhemispheric approachにて腫
瘍を摘出した.以上,3症例につき腫瘍の進展方向とアプ
ローチにつき考察する.
?特別講演>
座長：好本 裕平（群馬大院・医・脳神経外科学）
群馬大学における脳腫瘍病理学
横尾 英明 （群馬大院・医・病態病理学）
第54回群馬脳腫瘍研究会
― ―158
